
屋外徘徊の可能性がある認知症の利用者を福祉用具で見守り、徘徊前に介護者に知ら
せたい。

徘徊行動を取る認知症の利用者を福祉用具を使うことで見守り、徘徊につながる室内
での行動に介護者が気づくことが出来るようにしたい。

徘徊を目的に室内で危険行動を取る可能性がある利用者を、福祉用具で見守り、転倒
など事故に至る前に介護者が気づくことが出来るようにしたい。

超音波センサーは動きを検知し、検知範囲も6段階から調整できるため、本人の行動
に合わせた設置ができることから提案。また、使用方法と操作がわかりやすく、介護
者が習慣的に馴染みやすいことから提案。

超音波センサーは動きを検知するので機器を直接踏まず、マットタイプを跨いでしま
う利用者でも、有効に使用できるため提案。受信機は携帯できる軽量・生活防水仕様
で介護者の負担になりにくく、安心して使うことが出来るため選定。

超音波センサー本体がコードレスで、足元に引っかかりがない環境で検知が出来、す
り足の利用者でも安心して使用できることから提案。使い方が簡単で操作が覚えやす
く、使用する介護者を選ばず、通常の日常生活に近い環境を保てるため選定。

福祉用具が必要な理由
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提案理由の例

認知症老人
徘徊感知機器
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